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2020 年 9 月 29 日 
株式会社日立製作所 

 
エンタープライズシステムのモダナイゼーションを支援する 

「マイクロサービステクニカルソリューション」を提供開始 

マイクロサービス導入時に必要となる幅広い技術支援を行い、ニューノーマル時代における DX を加速 

 
株式会社日立製作所(執行役社長兼 CEO:東原 敏昭／以下、日立)は、このたび、大規模なエン

タープライズシステム開発向けに、システムの軽量化や開発の柔軟性・即応性などで注目されるマイ

クロサービスへの効率的な移行を支援し、モダナイゼーションを実現する「マイクロサービステクニカ

ルソリューション」を、10 月 1 日から提供開始します。 
マイクロサービスは、アプリケーションを独立した小さなサービスごとに機能分割し、複数のサービ

スを連携させて一つのアプリケーションを実現するソフトウェア開発手法の一種であり、サービス単位

で最新機能を手軽に追加・修正できるなど、スピーディーなアプリケーション開発や柔軟な機能拡張

に対応できる、変化に強いシステムアーキテクチャーとして注目されています。 
本ソリューションは、マイクロサービスアーキテクチャーの設計支援に加えて、クラウドやコンテナ*1

などのインフラ環境の設計・構築のほか、アジャイル開発*2 や DevOps*3 などの開発プロセスの策定

や開発環境の設計・構築といった、マイクロサービスアーキテクチャーの導入時に必要となるさまざま

な技術支援を行うものです。すべての機能を一つにまとめるモノリシック(一枚岩)な従来型のアーキ

テクチャーを、柔軟性や拡張性に優れたマイクロサービスへ効率的に移行し、ニューノーマル時代

のデジタルトランスフォーメーション(DX)の加速に貢献します。 
 
企業においては、市場の変化に即応したサービスのタイムリーな投入やニューノーマル時代にお

ける DX の加速など、ビジネスの変革に耐えうるシステム基盤の刷新に向けた、モダナイゼーション

への機運が高まっています。そのような中、拡張性・柔軟性に優れたクラウドをベースとする、クラウド

ネイティブアプリケーションに適したアーキテクチャーとして、複数の小規模なサービスで構成されシ

ステムの追加開発や改修が容易なマイクロサービスが注目されています。 
一方、マイクロサービスには、サービスが細かく分割されていることから、サービス間におけるデー

タの整合性やパフォーマンスの確保が難しいといった課題があり、特に、大規模なエンタープライズ

システムにおいてはアプリケーションの設計難易度が高くなるといわれています。また、マイクロサー

ビスの導入にあたっては、クラウドの活用やコンテナ環境の構築・運用管理のほか、マイクロサービス

に必要となるフレームワーク、OSS*4 の知識、マイクロサービスの開発に適した DevOps 環境の設計

など、幅広く高度な技術が必要となり、マイクロサービス化の障壁となっています。 
 
日立は、世界的なオープンソース企業であり、クラウドネイティブなサービス開発において豊富な

実績を有するレッドハット株式会社(以下、レッドハット)と協業し、金融・公共・製造・流通といった幅広

い分野のエンタープライズシステム向けに、OSS を活用したクラウドシフトや、コンテナ環境の運用管

理、API 管理基盤の導入など、最新技術によるインフラ環境の提供を支援してきました。2019 年か



2 

らは、レッドハットとともに、アプリケーションのリリースサイクルを短縮化できるマイクロサービスアーキ

テクチャーの容易な導入に向け、エンタープライズシステムに求められる可用性や信頼性を確保す

るためのシステム方式設計*5の観点をまとめたガイドラインを整備しています。 
今回、日立が新たに提供開始する「マイクロサービステクニカルソリューション」は、レッドハットと整

備したガイドラインをベースに、マイクロサービスの適用可否を含めた導入コンサルティングから、ア

プリケーションアーキテクチャーの設計やクラウド・コンテナへの移行支援、DevOps 環境の設計・構

築支援といった、アプリケーションレイヤーからインフラレイヤーまでトータルにサポートするものです。

また、マイクロサービス化の検討を開始するために必要となる、基礎知識の習得を支援する教育サ

ービスも提供します。 
 
今後も、日立は、ニューノーマル時代における多様なニーズや社会変化に柔軟に対応できる IT シ

ステムの実現に向けて、最適なモダナイゼーションを支援するソリューションの提供・強化に取り組み、

お客さまの新たなビジネス創出に貢献していきます。 
 
*1 コンテナ：アプリケーションコードをパッケージ化することでさまざまな環境下で実行可能としたもの。 
*2 アジャイル開発：ソフトウェア工学において迅速かつ適応的にソフトウェア開発を行う軽量な開発手法群の総称。具体的には、システム

を小規模の機能ごとに開発サイクルを繰り返しながら開発を進めていく開発手法。 
*3 DevOps：開発(Development)と運用(Operations)を組み合わせたもので、開発と運用が密に連携し、運用側が要求する新機能や改

修などの開発を行う手法や概念。 
*4 OSS：Open Source Software 
*5 システム方式設計：要件定義後に行われるシステム開発の設計工程の一つで、システム実装に向けて、ハードウェアやソフトウェアなど

インフラ構成や開発フレームワーク、プログラミング言語などシステムの構成・方式を決定すること。ここでの決定が、全体のシステム開

発に大きく影響する。 

 
■本ソリューションの概要図 
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■本ソリューションを構成するサービスの特長 

1. アプリケーションアーキテクチャー設計支援 
マイクロサービスアーキテクチャーは、サービスを細分化することでシステムの拡張性や開発の柔

軟性・即応性を向上できる一方で、サービス数が多くなるほどシステム全体が複雑化する傾向にあり

ます。特に、大規模なエンタープライズシステムにおいてサービスの機能分割を進めるには、パフォ

ーマンスやデータの整合性、運用管理の負荷といった幅広い観点での設計が重要となります。 
本ソリューションでは、マイクロサービスやクラウド、コンテナなどの技術に精通した日立の IT アー

キテクトと、豊富なアプリケーション構築実績・設計ノウハウを有するアプリケーションスペシャリストに

より、お客さまのビジネス要件に適したアプリケーションアーキテクチャーの設計を支援します。 
 
2. クラウド・コンテナ移行支援 

日立は同時稼働数が 2,000 を超えるコンテナの運用実績を有し、それらのノウハウを活用して、既

存アプリケーションのコンテナ対応のほか、コンテナ実行環境の構築やクラウド環境の運用設計・構

築を行うなど、IT インフラのモダナイゼーションを支援します。また、レッドハットとの協業により、ハイ

ブリッドクラウドに対応するコンテナ基盤「Red Hat OpenShift」の販売・サポートや、セキュアな API
管理基盤を実現する「Red Hat 3scale API Management」や「Red Hat Single Sign-On」を活用

した「クラウド API 管理ソリューション」などを取り揃え、マイクロサービスに適したインフラ環境の構築

をサポートします。 
 
3. 開発プロセスおよび開発環境設計・構築支援 

ビジネスの変化に柔軟に即応し、新規サービスのタイムリーな市場投入に向け、多数のマイクロサ

ービスを継続的かつ迅速にリリースするためには、開発からリリースまでの一連の作業プロセスの策

定や、各作業を効率よく実行するための開発環境が必要となります。大規模エンタープライズシステ

ムにおける効果的なアジャイル開発実践のための日立の開発方法論「HIPACE Agile Scrum 
Methodology」をベースに、お客さまのプロジェクトに適した開発プロセスを策定するほか、ビルド・

デプロイ・テストまでの一連の作業を自動化する DevOps 環境の設計・構築を支援します*6。 
 
*6 日立の「DevOps サービス」を活用することで、DevOps 環境のクラウドサービスでの利用も可能。DevOps サービスでは、OSS を活用

した並行開発やビルド・テストの自動実行、開発プロセスの統制などが可能なツールや、開発用の仮想デスクトップなどを組み合わせ、

構築から運用保守まで包括的に提供するマネージドサービスとして、開発・実行環境を従量型で提供する。 

 
4. 導入コンサルティングおよび基礎教育 

マイクロサービスへの移行に関する実施可否の判断やマイクロサービス化する対象範囲の検討な

ど、マイクロサービスアーキテクチャーの導入におけるさまざまな課題に関する検討や導入前の PoC
などを支援します。また、クラウドやコンテナ、OSS、DevOps などの技術について、お客さまの要望

や習熟レベルに合わせた基礎教育を実施します。 
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■レッドハット株式会社 常務執行役員 パートナー・アライアンス営業統括本部長  

金古 毅氏からのコメント 

レッドハットは、日立による「マイクロサービステクニカルソリューション」の発表を歓迎いたします。

国内外で多くのエンタープライズシステム構築・運用実績のある日立のノウハウとテクノロジーに加え

て、マイクロサービスアーキテクチャー基盤として「Red Hat OpenShift」を活用いただくことで、クラ

ウドネイティブアプリケーションの構築から運用までをトータルでサポートできます。レッドハットは日立

と協業し、IT システムのクラウドシフトを加速し、お客さまの DX に貢献してまいります。 
 

■「マイクロサービステクニカルソリューション」の価格および提供開始時期 

名称 価格 提供開始日 

「マイクロサービステクニカルソリューション」 個別見積 10 月 1 日 

 
■「マイクロサービステクニカルソリューション」に関する Web サイト 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/appsvdiv/service/microservices-tech/ 
 
■「Red Hat OpenShift」に関する Web サイト 

https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/openshift/ 
 
■「クラウド API 管理ソリューション」に関する Web サイト 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/cloud_api/ 
 
■「DevOps サービス」に関する Web サイト 

https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/devops/ 
 
■商標に関する表示 

・Red Hat、Red Hat logo、OpenShift および 3scale は、米国およびその他の国における Red 
Hat, Inc.およびその子会社の商標または登録商標です。 

 
■日立製作所について 

日立は、IT(Information Technology)、OT(Operational Technology)およびプロダクトを組み

合わせた社会イノベーション事業に注力しています。2019 年度の連結売上収益は 8 兆 7,672 億円、

2020 年 3 月末時点の連結従業員数は約 301,000 人でした。日立は、モビリティ、ライフ、インダスト

リー、エネルギー、IT の 5 分野で Lumada を活用したデジタルソリューションを提供することにより、

お客さまの社会価値、環境価値、経済価値の 3 つの価値向上に貢献します。 
詳しくは、日立のウェブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 
 

https://www.hitachi.co.jp/products/it/appsvdiv/service/microservices-tech/
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/openshift/
https://www.hitachi.co.jp/products/it/harmonious/cloud/service/cloud_api/
https://www.hitachi.co.jp/Prod/comp/soft1/devops/
https://www.hitachi.co.jp/
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■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社日立製作所 システム&サービスビジネス統括本部  
アプリケーションサービス事業部 事業企画部 
お問い合わせフォーム： https://www.hitachi.co.jp/appsvdiv-inq/ 
 

以上 
 

https://www.hitachi.co.jp/appsvdiv-inq/


------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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